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令
和
元
年
度 

  

去
る
七
月
二
十
二
日
に
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

  
 

大
会
は
大
松
理
事
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
続
い
て

事
務
局
か
ら
の
状
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
以

下
報
告
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

 
 

◎ 

平
成
三
十
年
度
の
取
り
組
み
状
況 

一
．
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
開
催 

二
回 

安
全
対
策
推
進
実
施
計
画
を
策
定
し
取
り
組
ん
だ
。 

二
．
安
全
・
適
正
就
業
就
業
委
員
に
よ
る
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
た
。 

 
 

回
数 

年
間
九
五
回
、
実
施
場
所 

一
五
二 

三
．
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間
の
取
り
組
み
を
行

っ
た
。 

 

 

 
 

安
全
大
会
の
開
催 

参
加
者 

五
七
名 

四
．
安
全
就
業
に
対
す
る
意
識
高
揚
を
図
る
た
め
早 

朝
に
安
全
集
会
を
開
催
し
た
。 

 
 

年
間
（
毎
月
及
び
緊
急
安
全
集
会
を
含
む
） 

十
回 

参
加
者 

一
五
〇
名 

五
．
事
故
件
数 

二
件
発
生 

事
故
防
止
対
策
を
行
っ
た
結
果
、
前
年
度
比
三 

件
の
減
と
な
っ
た
。 

 

◎ 

機
械
講
習 

 

大
会
に
先
立
ち
、
リ
ー
ド
機
械
の
川
満
社
長
に
よ

る
、
機
械
の
取
り
扱
い
及
び
安
全
面
に
つ
い
て
の
実 
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地
講
習
が
あ
り
ま
し
た
。 

内
容
は
刈
払
機
・
剪
定
機
・
芝
刈
機
の
始
動
方
法

や
、
防
護
ネ
ッ
ト
の
取
り
扱
い
等
に
つ
い
て
、
注
意

点
を
細
か
く
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
広
い
平
坦
地
で
は
刈
払
機
よ
り
も
芝
刈
機

の
方
が
効
率
よ
く
作
業
が
で
き
る
と
い
う
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

 

 

◎ 

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て 

大
会
に
引
き
続
き
、
石
垣
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
保
健
師
、
岡
崎
優
さ
ん
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

熱
中
症
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
。 

ㅇ
熱
中
症
と
は
、
気
温
や
湿
度
が
高
い
中
で
、
体
の 

中
の
水
分
や
塩
分
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体 

温
の
調
節
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
。 

ㅇ
体
温
上
昇
、
め
ま
い
、
体
が
だ
る
い
、
ひ
ど
い
と 

き
に
は
痙
攣
や
意
識
の
異
常
な
ど
、
様
々
な
症
状 

を
お
こ
す
。 

ㅇ
屋
内
で
も
熱
中
症
に
な
る
。 

 

 

  

平
成
三
十
年
の
県
内
で
の
熱
中
症
発
生
人
数
は
、

全
域
で
七
七
二
人
、
場
所
別
で
は
一
位
が
那
覇
市
の

一
二
四
人
、
石
垣
市
は
七
位
の
二
六
人
、
八
重
山
病

院
で
は
三
二
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

  

右
図
は
何
を
し
て
い
て
熱
中
症
に
な
っ
た
か
を
示

し
た
も
の
で
す
。
屋
外
で
の
作
業
中
が
最
も
多
い
こ

と
が
分
か
り
ま
す
が
、
屋
内
に
居
て
も
発
生
し
て
い

る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
で
す
。 

 

で
は
、
ど
の
よ
う
に
予
防
す
る
か
の
ポ
イ
ン
ト 

ㅇ
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
す
る 

ㅇ
水
や
濡
ら
し
た
タ
オ
ル
で
身
体
を
冷
や
す 

ㅇ
暑
い
と
き
に
は
無
理
を
し
な
い 

ㅇ
部
屋
の
風
通
し
を
良
く
す
る 
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ㅇ
エ
ア
コ
ン
・
扇
風
機
を
上
手
に
使
用
す
る 

ㅇ
部
屋
の
温
度
・
湿
度
を
測
る 

ㅇ
涼
し
い
服
装
を
す
る 

ㅇ
緊
急
時
・
困
っ
た
時
の
連
絡
先
を
確
認
す
る 

ㅇ
脱
水
か
も
・
・
体
の
出
す
サ
イ
ン
に
気
付
く
！ 

 

今
回
伝
え
た
い
こ
と
は 

ㅇ
自
分
は
脱
水
状
態
に
な
り
や
す
い
と
い
う
自
覚 

ㅇ
脱
水
か
も
・
・
体
の
出
す
サ
イ
ン
に
気
付
く
！ 

ㅇ
水
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
・
経
口
補
水
液
は
使
い 

分
け
る 

ㅇ
暑
い
と
き
や
体
調
不
良
の
時
は
無
理
を
し
な
い 

 

 

 

 

 
 

  

石
垣
島
は
年
間
降
水
量
は
多
い
も
の
の
、
大
半
は

梅
雨
と
台
風
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
降
水
量
は
不
足

気
味
で
す
。
こ
れ
ら
を
解
消
す
る
た
め
、
昭
和
五
十

年
十
月
に
真
栄
里
ダ
ム
が
着
工
さ
れ
、
昭
和
五
八
年

三
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。
利
用
目
的
は
灌
漑
、
治
水
、

上
水
道
で
す
。
均
一
型
ア
ー
ス
ダ
ム
で
、
要
し
た
費

用
は
四
五
億
六
千
万
円
で
し
た
。 

 
 

以
来
、
法
面
保
護
（
植
生
安
定
的
繁
茂
）
や
景
観

の
維
持
等
々
を
目
的
に
、
日
常
的
な
管
理
（
草
刈
り
）

が
必
須
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
シ
ル
バ
ー
に
業
務

が
委
託
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
私
達
ダ
ム
班
は
四
名
の
専
属
メ
ン
バ
ー
で
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構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
で
平
均

年
齢
は
六
八
歳
、
人
間
関
係
は
良
好
で
す
。
就
業
時

間
は
朝
九
時
～
十
六
時
半
ま
で
、
週
三
日
就
業
し
ま

す
。
ダ
ム
は
我
等
が
守
る
、
と
い
う
使
命
感
を
持
っ

て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ダ
ム
で
す
か
ら
当
然
人
工
的
な
斜
面
が
多
く
、
雨

靴
と
ス
パ
イ
ク
付
き
地
下
足
袋
を
併
用
し
て
の
作
業

と
な
り
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン
で
す
の
で
急
勾
配
も
さ
し

て
気
に
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
湿
布
薬
は
常
備
品

で
す
。
刈
払
機
主
体
の
草
刈
り
が
主
で
す
の
で
、
疲

労
回
復
と
白
狼
病
防
止
の
た
め
、
一
日
三
回
程
休
憩

を
取
り
ま
す
。
休
憩
時
間
は
持
ち
寄
っ
た
お
菓
子
、

飲
み
物
を
全
員
に
振
舞
い
ま
す
。
班
長
の
Ｍ
さ
ん
は

昔
懐
か
し
の
乾
燥
ブ
ド
ウ
、
ハ
ー
レ
ー
乗
り
の
Ｎ
さ

ん
は
ミ
ッ
キ
ー
、
燃
料
担
当
の
Ｕ
さ
ん
は
駄
菓
子
、

新
入
り
の
私
は
か
き
氷
で
す
。
そ
れ
ら
を
食
し
な
が

ら
「
ゆ
ん
た
く
」
が
始
ま
り
ま
す
。
ゆ
ん
た
く
は
さ

す
が
年
の
功
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
抜
群
、

話
題
も
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
時
事
問
題
、
冠
婚
葬

祭
、
身
体
の
事
、
あ
の
世
の
事
、
噂
話
、
下
ネ
タ
等
々
。

ち
ょ
っ
び
り
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
で
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
会
話

は
本
当
に
楽
し
い
ひ
と
時
で
す
。 

 
 

 

談
義
其
の
一
、
お
葬
式
に
行
く
と
身
内
よ
り
参
列

者
が
少
な
い
場
合
が
あ
る
。
そ
の
時
一
抹
の
寂
し
さ

を
感
じ
る
、
で
あ
る
か
ら
常
日
頃
か
ら
親
戚
、
友
人

知
人
と
の
付
き
合
い
を
大
事
に
し
、
疎
遠
で
あ
っ
て

も
不
幸
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
出
来
る
だ
け
葬
儀
に

参
列
す
る
こ
と
云
々
（
全
員
納
得
）。 

 

談
義
其
の
二
、
世
界
三
大
宗
教
（
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ

リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
）
の
聖
地
は
エ
ル
サ
レ
ム

に
あ
る
。
な
の
に
何
で
ト
ラ
ン
プ
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル

の
首
都
は
エ
ル
サ
レ
ム
と
認
め
る
と
宣
言
し
た
の
か

ネ
ー
。
エ
ー
、
ア
メ
リ
カ
は
世
界
の
警
察
（
仲
介
役
）

で
あ
る
か
ら
・
・
・（
議
論
沸
騰
、
結
論
不
明
）。 

 

と
こ
ろ
で
、
草
刈
り
を
開
始
す
る
と
お
客
さ
ん
が

や
っ
て
来
ま
す
。
こ
の
辺
を
縄
張
り
と
す
る
カ
ン
ム

リ
ワ
シ
で
す
。
あ
ん
ま
り
に
も
人
懐
っ
こ
い
の
で
「
カ

ン
ち
ゃ
ん
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
こ
の
カ
ン
ち
ゃ
ん

は
、
刈
払
機
に
驚
い
て
飛
び
出
す
カ
エ
ル
を
狙
っ
て

の
出
現
で
す
。
木
の
枝
で
微
動
だ
に
せ
ず
目
を
光
ら

せ
て
、
ジ
ャ
ン
プ
し
た
カ
エ
ル
を
あ
っ
と
い
う
間
に

鷲
掴
み
に
し
て
飛
び
去
り
ま
す
。
一
瞬
の
出
来
事
は

ま
さ
に
神
業
で
す
。
他
に
も
色
々
な
野
鳥
が
飛
来
し

ま
す
。
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
に
は
最
適
な
場
所
で

す
。
冬
場
は
湖
面
に
に
て
ツ
ム
ブ
リ
の
追
い
込
み
漁

も
見
ら
れ
ま
す
。 

 

そ
の
他
色
々
あ
り
ま
す
が
結
び
ま
す
。
ダ
ム
は
急

勾
配
の
連
続
で
、
夏
は
木
陰
な
く
暑
い
し
、
冬
は
山

か
ら
吹
き
降
ろ
す
北
風
（
サ
ン
ウ
ル
シ
）
が
身
に
染

み
る
過
酷
な
環
境
で
す
が
、
そ
れ
で
も
於
茂
登
岳
を

中
心
と
す
る
大
自
然
に
囲
ま
れ
て
仕
事
が
出
来
る
の

は
幸
せ
な
事
で
す
。
皆
，
七
五
歳
ま
で
続
け
よ
う
ね
！

と
お
互
い
士
気
を
鼓
舞
し
て
お
り
ま
す
。
以
上
、
紹

介
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

（
平
良 

直
治 

記
） 

お 

知 

ら 

せ 

★
主
要
行
事
予
定 

 

 

◎ 

シ
ル
バ
ー
の
日
普
及
啓
発
促
進
月
間 

場
所 

岡
崎
庭
園
及
び
新
栄
公
園 

 

日
時 

令
和
元
年
十
月
十
九
日(

土) 

詳
細
は
、
後
日
事
務
局
か
ら
通
知
し
ま
す
。 

★
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
生
甲
斐
作
り 

会
員
募
集 

楽
し
く
一
緒
に
働
い
て
み
ま
せ
ん

か
？
地
域
の
た
め
に
！ 

入
会
説
明
会
：
毎
月
十
日
（
土
日
・
祝
日
は
繰 

上
）
午
前
十
時
～
事
務
所
に
て 

問
合
せ
先
：
石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 

 
 

猛
暑
と
台
風
に
襲
わ
れ
た
真
夏
も
終
わ
り
ま
し
た

が
、
夏
の
暑
さ
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。
会
員
の
皆

さ
ん
は
今
回
の
熱
中
症
対
策
の
講
話
を
参
考
に
し
て
、

こ
の
暑
さ
を
乗
り
切
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。  

 

広
報
部
会 

  
 
 

 

【
編
集
発
行
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公
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法
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石
垣
市
シ
ル
バ
ー
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